
職員数（人） 10.0 10.0 10.0

成果指標
設定理由

公共工事の入札・契約は、日時を定めて行っているものであり、システム障害の発生により定められた日時に入
札・契約手続きを完了できない場合は、受発注者双方にとって影響が大きいため。
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前年度繰越 0 0

→ 0件

補正予算

合計（A) 87,705 104,029

-2,135 

 決　算　額（B） 75,591 86,056

１　現状と課題

目指す姿
・

これまでの取組

【目指す姿】
　・（公共事業評価）：公共事業の再評価等を通じ、実施過程の透明性を確保しつつ、真に必要な事業の
　　　　　　　　　　　効果的・効率的な実施を図る。
　・（システム関係）：入札及び契約事務の効率化により事務量の低減と事務手続きの適正化を図る。
　・（土木職員研修）：土木職員の資質向上を図る。

【これまでの取組】
　・（公共事業評価）：事後評価、再評価の検証結果を新規評価へフィードバックする取組を実施。
　・（システム関係）：予定価格調書の電子化、入札公告の自動作成化等
　・（土木職員研修）：（公財）長野県建設技術センター、国土交通大学校等の技術研修への派遣。

令和２年度
点検結果
（令和元年度

   実施事業分）

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

（公共事業評価監視委員会）
・監視委員会の審議回数及び評価件数が多いため、委員の
　負担が大きい。

・審議回数及び評価件数を縮小し、委員の作業の軽減につい
　て検討する。

（入札契約事務）
・公共工事等発注量の増加により入札・契約事務が増加し
　ている。

・システム改修・統合等による業務の効率化を進める。

（職員の技術力向上）
・機能、品質及び経済性を確保した事業計画の作成や工法
　選定等を行うことができるよう、引き続き職員の技術力
　向上に向けた取組を促進する必要がある。

・良質な社会資本を効率的に整備・維持していくため、引き
　続き土木職員研修を継続していく。

補正予算のポイ
ント・主な取組（予

定)

 ✓ 電子入札システムのシステム改修
　・現在運用している電子入札システムは、Microsoft社が提供するInternet Explorer11（IE11）
　　のみに対応しており、IE11に対するMicrosoft社のサポートが令和４年６月15日に終了するこ
　　とから、債務負担行為を設定し、Microsoft Edge等のブラウザへ対応するシステム改修をサポ
　　ート終了前までに実施する。

２　令和３年度事業内容

R１年度
0

当初予算 87,705 106,164

R２年度末

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

No 成果指標 H30年度

101,937

18,142

1
システム障害発生
数

1件 0件

事業番号 11 02 01 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

E-mail gijukan@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

技術管理室
実施期間 ～

８つの重点目標

総合的に展開
する重点政策

2-5 地域に根差した産業の振興 2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保

事　業　名 公共事業等監理諸費
部局 建設部 課・室
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3 土木職員研修 負担金
職員の技術力向上に向けた取組
【土木専門研修（派遣184名）、国土交通大学校（派遣20名）、橋梁ＭＡＥ
養成講座等（派遣54名）】

事業番号 11 02 01 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

細事業名

101,937

2
入札及び契約事務の効率
化に向けた取組

委託

事　業　名 公共事業等監理諸費 部局 建設部 課・室 技術管理室

細事業
No.

1

システム改修に向けた仕様検討
【検討会議　４回】

Ｒ３年度
予　　算

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

当初予算

計

101,937

長野県公共事業監視委員会の開催
【審議４回、現地調査２回】

1
長野県公共事業評価監視
委員会

直接

監理諸費
補正予算 0

計 87,805 計 104,029

Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算
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